
要約

酸性土壌を改良して野菜の根の病気を防ぐ

育苗土と圃場のpHを7.5程度に改良することで、アブラナ科野菜
根こぶ病やメロンつる割病の被害を軽減できる技術を開発しました。

・この技術を実践している現地のアブラナ科野菜栽培圃場では、１回の酸性土壌の改良で
pH7.5 程度を６年間（平成26年現在）維持し、同様に、メロン栽培圃場では４年間維持
し、いずれも農薬による土壌消毒をせずに良品生産を続けています。

・詳細については、指導参考資料（平成22、23年度）を参照してください。
http://www.applenet.jp/~nouken/promote/
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１．背景・目的

２．内容

写真 根こぶ病に対する酸性土壌の改良効果
注）右上：育苗土と圃場を改良（農薬無使用）。

下段：未改良（左：農薬無使用、右：農薬使用）。

図 メロンつる割病に対する酸性土壌の
改良効果
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３．活用等

防除が難しい野菜類の根の病気を対象に、
転炉スラグ（肥料登録のある石灰資材の一種
で、作物の生育に必要なミネラルを豊富に含
む）を用いて酸性土壌をアルカリ性土壌に改
良することで、農薬による土壌消毒をせずに
被害を軽減できる技術を開発します。

・転炉スラグ（商品名：てんろ石灰）を用いて、
育苗土と圃場（深さ30cmまで）のpHを
7.5程度に改良します。

・ブロッコリー・ハクサイ根こぶ病では、「こ
ぶ」の量が減り、良品率が向上します。

・メロンつる割病では、発病する株を減らす
ことができます。

転炉スラグで酸性土壌を改良するだけで、
アブラナ科野菜根こぶ病やメロンつる割病被
害を軽減できます。育苗土と圃場の転炉スラ
グの施用量は、土壌診断でわかります。

農林総合研究所　病虫部
　Tel. 0172-52-4314
　E-mail nou_souken@aomori-itc.or.jp

要約

新花色のキク品種で需要を拡大

幅広い用途が期待される、新しい花色のキクを育成しました。栽培に
暖房設備は不要なので、低コスト生産が可能な品種です。

・これらの品種を栽培することにより、キクの需要拡大と県産花きの認知度向上が期待
されます。

・「レモンスマイル」の種苗は、㈲精興園より販売されています。
・「あけぼのの舞」「あかねの舞」の種苗は、平成27年度から販売予定です。
・詳細については普及する技術・指導参考資料を参照してください。

http://www.applenet.jp/~nouken/promote/sakumoku/kaki/kakimokuji.htm

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

図１ レモンスマイル

図２ あけぼのの舞

図３ あかねの舞

農林総合研究所　花き部
　Tel. 0172-52-4341
　E-mail nou_souken@aomori-itc.or.jp 

青森県産花きのブランド確立のため、県オリ
ジナル品種の作出が求められています。キクで
は、従来の仏花としてだけでなく、様々な用途
にあう花色を持ち、栽培が容易で、かつ低コス
ト生産の可能な品種が目標です。

ディスプレーやアレンジメント、生け花など、
和風・洋風どちらにも使える新たな花色で、産
地のイメージアップが図られます。

・「レモンスマイル」は８月咲きの小ギクで、
花色は淡黄緑色です。

・「あけぼのの舞」は１２月咲きのスプレーギ
クで、花色は赤茶色です。

・「あかねの舞」は１２月咲きのスプレーギクで、
花色は濃紫赤色です。

・「あけぼのの舞」「あかねの舞」は冬期に開花
しますが、栽培にあたって暖房設備は不要で
す。

・いずれの品種も県内での生産、試作が行われ
ています。
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